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　今年４月からビン収集は３区分です。一部のごみステーション
で、異なる色のビンが混ざったり、キャップなどが付いたまま捨
てられています。次のとおり分別にご協力をお願いします。

産業廃棄物はもちろんのこと、日常生活から排出されるごみなどの一般廃棄物
であっても、みだりに捨てることは廃棄物処理法により禁止されています。不
法投棄をしている者を発見した場合は下記へ通報してください。

敦賀警察署 生活安全課　☎25－0110　　市役所 廃棄物対策課　☎22－8185

アプリ利用料はかかりません。どうぞお試し
ください。（※通信料は利用者支払い）

アプリ名
「さんあ～る」

App Store Google Play

アプリを入れましたら、
「新規登録」→「福井
県」→「敦賀市」→「お
住まいの町名」の順に選
んでください。

ごみ出しの日お知らせ　分け方かんたん調べ

▶紙マスクは再生できない紙（不織布）ですので、必ず燃や
せるごみに出してください。
▶一般家庭で使用した抗原検査キットなどをごみステーショ
ンに出す場合は、小袋に入れて口を結び「燃やせるごみ」
（赤袋）に入れてください。

▶自宅改修などにより出た廃棄物（建築廃材や流し台、便器
など）を工事業者の代わりに持ち込むことは厳禁です。
▶木材や剪定樹木などは、１.５ｍ以内の長さになるように
切ってください。
▶ロープやホースは１ｍ以内、ビニールシート類は座布団く
らいの大きさ（60cm四方）に切ってください。
▶ストーブは、必ず灯油を抜いてください。

ビンの口の部分が透明な場合
は必ず「透明ビン」で出して
ください。

※ビンの表面に色が塗られてい
たり、「すりガラス調」で
あっても、ビンの口部分で
判別してください。※「その他色ビン」に「茶色ビン」は入れないでください。

※キャップ、コルク栓などは必ず外してください。

①透明ビン → 黄色コンテナ
②茶色ビン → 茶色コンテナ
③その他色ビン → 青色コンテナ

ビンの出し方
３Ｒってなに？

私たちにできること

紙マスク、コロナ検査キットなどの出し方

清掃センターにごみを持ち込む場合は

問合せ先　清掃センター　☎２１－１１５３

正しい正しいごみごみのの分別分別

ごみの不法投棄は犯罪です

　敦賀市では、家庭ごみを10分別で収集しています。正しい分別　敦賀市では、家庭ごみを10分別で収集しています。正しい分別
は、ごみの適正な処理や資源のリサイクルにつながります。今一は、ごみの適正な処理や資源のリサイクルにつながります。今一
度、ごみ収集カレンダーなどで出し方の確認をお願いします。度、ごみ収集カレンダーなどで出し方の確認をお願いします。

スプレー缶・
ライター類

燃やせるごみ ペットボトル

埋立ごみ

資源ごみ

水銀含有ごみ

ビン 古紙

粗大ごみ小型複合ごみ

ましたら、
→「福井
市」→「お
の順に選

問い合わせ先　環境廃棄物対策課　☎22－ 8185

食品ロスの半分は家庭から発生
　家庭から発生する食品ロスの量は約 247 万トンで、全体の約半数を
占めます。家庭での食品ロスを減らすことはごみの減量化にもつながり
ます。

食品ロス削減のコツ

□安いからといって買いすぎ注意

□買い物前に冷蔵庫をチェック

□冷蔵庫を整理しよう

□食べきれる分だけ作ろう

□残った料理はリメイクしよう

□フードドライブ※に協力しよう

※家庭で余っている食品を集めて、地
域の子ども食堂、福祉施設などに寄
付する活動

日本では年間約 522万トンの食べ物が、食べられるにも
かかわらず捨てられていると推計されています（農林水産
省推計）。これを１人当たりに換算すると、毎日茶碗約１杯
分（約 113グラム）の食べ物を捨てていることになります。

　３Ｒとは、ごみを減らすための３つのキーワード
であるReduce（リデュース）、Reuse（リユース）、
Recycle（リサイクル）の３つのＲの総称です。
　Reduce（リデュース）は、製品を作るときに使
う資源の量を少なくすることや、廃棄物の発生を少
なくすること。耐久性の高い製品の提供や、製品寿
命延長のためのメンテナンス体制の工夫なども取り
組みの一つです。
　Reuse（リユース）は、使用済み製品やその部品
などを繰り返し使用すること。その実現を可能とす
る製品の提供、修理・診断技術の開発、リマニュファ
クチャリング（使用済み製品の再生）なども取り組
みの一つです。
　Recycle（リサイクル）は、廃棄物などを原材料
として有効利用すること。その実現を可能とする製
品設計、使用済み製品の回収、リサイクル技術・装
置の開発なども取り組みの一つです。

　私たち一人ひとりの行動が、地球に優しい環境作
りに大きくつながっています。右の例を参考に、日々
の生活の中で私たちができる 3Rを取り入れましょ
う。

・マイバックを持って無駄な包装は断る
・詰め替え容器に入った製品や簡易包装の製品を選ぶ
・耐久消費材は手入れや修理しながら長く大切に使う
・耐久性の高い製品や省資源化設計の製品を選ぶ
・使用頻度の少ないものは、レンタルやシェアする

・リターナブル容器に入った製品を選び、使い終わっ
たときにはリユース回収に出す

・フリーマーケットやガレージセールなどを開催し、
不用品の再使用に努める

・資源ごみの分別回収に協力する
・資源ごみの効率的な分別回収を広める
・リサイクル製品を積極的に利用する

××
家庭でできる「食品ロス削減」

▶Reduce（リデュース）

▶Reuse（リユース）

▶Recycle（リサイクル）

　10月は３Ｒ推進月間です。改めて限りある資源の大切さを認識し、
環境のために私たちができることから始めましょう。

３つのＲで、ごみを減らそう

敦賀市  ごみアプリ

「色」の判別ポイント

！

ごみを減らそうごみを減らそう

繰り返し使おう繰り返し使おう

ごみを減らそうごみを減らそう

繰り返し使おう繰り返し使おう


